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広報きたもと2026年10月号概要

医療的ケア児 と 家族の”いつもの毎日 ”を追う
広報きたもと 10 月号特集「 だって、愛くるしい。 」 を発行

２家族の１日に密着／ 「 18 歳の壁 」 等の地域支援の課題も取材

●タイトル「だって、愛くるしい。」  

●ページ数 14ページ（10月号は全36ページ）

●取材先  

・医療的ケアを必要とするお子さんとその家族２組

・児童発達支援事業所（放課後等デイサービス）、

訪問看護師

・当事者家族の居場所づくりを行う保育士

・医療的ケア児者を含む障がいのある人一人ひとりに

合った福祉サービスの利用を支援する相談支援専門員

・小児から成人へ移行する医療的ケア児者の「18歳の壁」に

対応するため、地域医療の連携体制づくりに取り組む医師

北本市は、広報きたもと 10 月号で、医療的ケア

を必要とする子どもと家族の日常を 14 ページに

わたり紹介する特集「だって、愛くるしい。」を

掲載しました。

胃ろうによる朝食、たんの吸引、療育へのお出

かけ、きょうだいとの触れ合い ――。 2 家族の1

日に密着し、医療的ケアだけではない「いつもの

暮らし」を写真と当事者の言葉で伝えます。

7 月の医療的ケア児支援法改正や、市内での支

援環境の広がりを背景に、福祉・医療の支援者へ

のインタビューも掲載。

 10 月16 日・ 17 日に初開催される「医療的ケア

児者の写真展」へとつなげます。

10 月 16 日 ・ 17 日には医療的ケア児者の写真展が初開催

★「広報きたもと」は、特集を含む全ページ
の企画・取材・執筆・編集を職員が行ってい
ます。撮影やデザイン等も業者委託せず、取
材した市民の皆さんの想いをダイレクトに紙
面に反映します。

●発行部数 ３万 2,000 部

●ページ数   36 ページ

  うち、特集 「 だって、愛くるしい。 」

  は全14 ページ  

●作成体制

紙面の企画・取材・執筆・編集を一貫して

職員が行う完全内製

撮影やデザイン等も業者委託せず、取材した

市民の皆さんの想いを紙面にダイレクトに反映



特 集 の 見 ど こ ろ

①ケアは日常の一部。医療的ケアを必要と

するお子さんと家族の ”ある日 ”に密着。

本特集では、医療的ケアを必要とするお子さんとそ

の家族２組の日常に密着しました 。医療的ケアにつ

いて、家族の役割分担や活用している福祉サービス

等も紹介しつつ、 胃ろうを通じた朝ごはんや外出の

準備、実際の療育の様子にきょうだいとのじゃれ合

いなど、ケアの場面だけでない家族の時間も取材。

「医療的ケア児の暮らし＝医療的ケア」というイ

メージだけでは見えにくい、ごく日常的な時間を写

真と、育児雑誌のような柔らかいデザインで 伝えて

います。

②医療的ケア児者と地域をつなぐ支援者を

インタビュー。読者へのメッセージも

当事者家族の日常を紹介した後は、福祉や医療の現

場で日々、医療的ケア児者と関わりながら、その暮

らしを支え、さらに、地域とのつながりを作ろうと

する次の３人のインタビューを掲載します。

・ 医療的ケア児の母だった経験から、孤立する家族

の居場所づくりとして医療的ケア児の子育てサロ

ンを始めた保育士

・ 当事者や家族それぞれに合った福祉サービスに

つなぎ、ともに成長を見守る相談支援専門員

・ 「 18 歳の壁」を救急現場で実感し、医療的ケアを

必要とする子どもから成人まで地域で支える医療

体制づくりに取り組む医師

③紙面で知った「日常」を、実際に見る

機会へ― 医療的ケア児者の写真展

特集の最終ページでは、 10 月16 日・ 17 日に初開

催する「医療的ケア児者の写真展」を紹介します。

紙面で紹介した家族だけでなく、北本市や近隣地

域で暮らす医療的ケア児者の日常写真を展示。広

報紙をきっかけに、地域に暮らす当事者をより身

近に知る機会につなげます。

タイトル「だって、愛くるしい。」 にこめた想い
「医療的ケア児」という言葉から、ケアの大変さや支援の必要性を思い浮かべる人もいるかもしれません。

しかし、取材で出会ったのは、家族にとってかけがえのない“愛くるしいわが子”と過ごす、笑顔や触れ合い

のある毎日でした。ケアの有無にかかわらず、まず一人の子どもとして、その子らしい暮らしや家族との時

間に目を向けてほしい ――。そんな想いを から 、特集タイトルを「だって、愛くるしい。」としました。



医 療 的 ケ ア 児 者 の 写 真 展

before

■日時

10 月16 日（金） 11 ： 00 ～17 ： 00

10 月17 日（土） 11 ： 00 ～16 ： 00

■場所

エルミこうのすショッピングモール１階セントラルコート

■参加費 入場無料

■問合せ 鴻巣・北本地域障がい者基幹相談支援センター

鴻巣事務所 048 -501 -2444

北本事務所 048 -577 -5947

そのほか、地域を市民と一緒に伝える企画も

①巻頭記事「北本まつり」

“関東最大のねぷたまつり”と称され

る「北本まつり」の「宵まつり」

「産業まつり」についてお知らせし

ます。

■日時

宵まつり（ねぷた・大俵引き・囃子

の共演等）

11 月７日（土） 13 ： 00 ～19 ： 30

産業まつり（農産物共進会、商工バ

ザール等）

11 月８日（日 ） 9 ： 30 ～15 ： 00

②読者投稿コラム「きたもと子育て日和」

今年の６月号からスタート。市内にお住いの子育て世帯の

皆さんから、「他の子育て世帯に教えたい！」と思うオス

スメスポットやイベント等を紹介するコラムを投稿いただ

くコーナー第３回目を掲載。今回は、市内の私立幼稚園が

開催する親も楽しめる子育てサロンをご紹介。本コーナー

は偶数月に掲載で、すでに 12 月掲載分のコラムも広報担当

に届いています。
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